新刊紹介 田村圭介著『迷い迷って渋谷駅 日本一の 「迷宮ターミナル」 の謎を解く』 by 竹田 喜美子 & 昭和女子大学
本
書
は
、
今
や
、
東
京
の
顔
に
な
り
つ
つ
あ
る
モ
ン
ス
タ
ー
渋
谷
駅
（
優
雅
な
姿
の
東
京
駅
に
対
峙
し
て
、
ジ
ャ
ン
ク
で
、
外
観
で
は
駅
舎
が
ど
れ
か
判
ら
な
い
が
、
実
は
、
地
上
4階
、
地
下
5階
の
9層
の
中
に
9路
線
が
入
り
組
み
、
1日
280万
人
も
の
乗
降
客
数
を
捌
い
て
い
る
。
）
に
徹
底
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
、
隠
れ
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
地
形
的
、
歴
史
的
に
解
き
ほ
ぐ
し
、
今
後
も
大
き
く
変
容
す
る
渋
谷
駅
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
著
者
の
該
博
な
知
識
を
駆
使
し
て
雑
多
に
専
門
用
語
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
し
か
し
読
み
づ
ら
い
か
と
言
え
ば
否
で
あ
る
。
誰
に
も
馴
染
み
の
あ
る
渋
谷
駅
に
対
す
る
知
的
な
好
奇
心
を
そ
そ
り
一
気
に
読
ま
せ
る
魅
力
的
な
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
を
じ
っ
く
り
堪
能
し
な
が
ら
紹
介
し
た
い
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
冒
頭
、
世
界
的
に
注
目
を
浴
び
る
渋
谷
駅
前
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
「
シ
ブ
ヤ
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
」
の
大
写
し
か
ら
始
ま
る
。
青
信
号
の
45秒
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
（
1日
20万
人
が
通
過
の
）
混
沌
の
中
に
整
然
と
し
た
秩
序
が
存
在
す
る
こ
と
に
世
界
が
驚
嘆
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
。
著
者
は
こ
の
あ
た
り
か
ら
渋
谷
駅
の
隠
さ
れ
た
秘
密
を
暗
示
す
る
。
フ
レ
ー
ム
Ⅰ
「
渋
谷
駅
の
作
法
」
で
は
、
渋
谷
駅
を
理
解
す
る
た
め
に
ま
ず
特
徴
的
な
地
形
の
解
説
か
ら
始
ま
る
。
渋
谷
の
地
形
は
Ｘ
、
Ｙ
軸
の
2次
元
で
、
そ
し
て
1.
2.
3の
平
方
数
1

4

9で
2つ
の
特
徴
が
示
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
Ｘ
軸
（
東
西
方
向
）
の
大
山
街
道
、
Ｙ
軸
（
南
北
方
向
）
の
渋
谷
川
、
Ｘ
、
Ｙ
軸
の
交
点
が
谷
間
の
渋
谷
駅
に
な
る
。
1つ
の
渋
谷
駅
は
平
面
的
に
は
Ｘ
、
Ｙ
軸
か
ら
な
る
第
Ⅰ
か
ら
第
Ⅳ
ま
で
の
4つ
の
象
限
（
領
域
）
を
構
成
し
、
立
体
的
な
9層
か
ら
な
る
。
ま
た
1つ
の
渋
谷
駅
は
、
4つ
の
電
鉄
企
業
が
運
営
し
て
お
り
、
9つ
の
電
鉄
路
線
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
渋
谷
駅
の
建
物
は
駅
施
設
の
単
体
だ
け
で
は
な
く
、
商
業
施
設
や
文
化
施
設
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
複
合
施
設
で
あ
る
。
駅
周
辺
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、
渋
谷
駅
は
駅
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
形
態
を
変
容
し
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
複
合
体
の
渋
谷
駅
を
「
渋
谷
駅
体
」
と
著
者
は
呼
ん
で
い
る
。
フ
レ
ー
ム
Ⅱ
（
ア
ク
ソ
メ
平
面
断
面
の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
図
を
参
照
）「
渋
谷
駅
の
履
歴
」
で
は
、
渋
谷
駅
の
形
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
歴
史
的
過
程
を
解
読
す
る
。
渋
谷
駅
の
す
べ
て
は
、
渋
谷
川
と
渋
谷
の
谷
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
渋
谷
の
谷
を
通
る
大
山
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の
大
山
寺
に
参
詣
す
る
ル
ー
ト
と
し
て
登
場
す
る
。
一
八
八
五
年
、
日
本
鉄
道
株
式
会
社
の
山
手
線
の
開
通
と
同
時
に
渋
谷
駅
が
誕
生
す
る
。
一
九
〇
七
年
、
玉
電
、
通
称
ジ
ャ
リ
電
が
開
通
、
後
に
旅
客
電
車
に
な
る
。
明
治
時
代
、
大
山
街
道
沿
い
に
軍
施
設
が
集
ま
り
、
渋
谷
は
歓
楽
街
と
し
て
発
展
す
る
。
一
九
一
一
年
、
路
面
電
車
の
東
京
市
電
が
東
か
ら
入
り
込
み
、
3つ
の
路
線
の
終
点
と
中
間
駅
が
谷
底
で
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
二
〇
年
、
山
手
線
は
高
架
線
と
な
り
、
二
代
目
渋
谷
駅
が
誕
生
す
る
。
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竹
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美
子
『
迷
い
迷
っ
て
渋
谷
駅
日
本
一
の
「
迷
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
を
解
く
』
田
村
圭
介
著
新
刊
紹
介
一
九
二
七
年
に
東
急
電
鉄
の
東
横
線
が
、
一
九
三
三
年
に
京
王
井
の
頭
線
が
渋
谷
駅
に
乗
り
入
れ
る
。
東
急
電
鉄
創
業
者
の
五
島
慶
太
は
鉄
道
を
敷
設
し
、
そ
の
沿
線
に
緑
豊
か
な
住
宅
地
を
開
発
し
、
文
化
施
設
や
学
校
施
設
も
整
備
す
る
と
い
う
田
園
都
市
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
一
九
三
四
年
に
渋
谷
駅
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
し
て
東
急
百
貨
店
東
横
店
東
館
が
建
築
家
渡
辺
仁
の
設
計
で
建
設
さ
れ
る
。
一
九
三
八
年
、
初
め
て
の
地
下
鉄
と
な
る
銀
座
線
が
開
通
す
る
。
そ
の
後
、
五
島
は
多
く
の
電
鉄
企
業
を
買
収
し
、
建
築
家
の
坂
倉
準
三
と
共
に
渋
谷
駅
の
大
改
造
に
着
手
す
る
。
一
九
五
四
年
に
建
て
た
東
急
会
館
（
現
、
東
急
百
貨
店
東
横
店
西
館
）
は
、
地
下
鉄
で
あ
る
銀
座
線
が
3階
、
玉
電
が
2階
に
集
約
さ
れ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
。
一
九
五
六
年
に
複
合
文
化
施
設
で
あ
る
東
急
文
化
会
館
が
、
一
九
七
〇
年
に
は
東
急
百
貨
店
東
横
店
南
館
が
建
設
さ
れ
る
。
一
九
六
七
年
に
東
急
百
貨
店
本
店
、
一
九
六
八
年
に
西
武
百
貨
店
が
で
き
る
。
一
連
の
開
発
競
争
に
よ
り
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
渋
谷
が
若
者
の
街
と
し
て
定
着
す
る
。
一
九
七
七
年
新
玉
川
線
（
現
、
田
園
都
市
線
）
が
、
一
九
七
八
年
半
蔵
門
線
が
渋
谷
駅
に
乗
り
入
れ
、
相
互
直
通
運
転
を
実
施
す
る
。
そ
の
た
め
電
車
も
人
も
駅
を
通
過
す
る
こ
と
で
脱
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
す
る
。
一
九
九
六
年
に
埼
京
線
が
開
通
、
二
〇
〇
一
年
に
は
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
が
開
業
し
、
渋
谷
駅
が
線
路
で
北
へ
南
へ
と
つ
な
が
り
拡
張
し
て
い
く
。
二
〇
〇
八
年
に
は
東
京
地
下
鉄
の
副
都
心
線
が
渋
谷
駅
に
乗
り
入
れ
る
。
渋
谷
駅
は
、
平
面
的
に
4方
向
か
ら
、
立
体
的
に
9層
か
ら
9路
線
が
貫
入
し
、
さ
ら
に
駅
施
設
だ
け
で
な
く
商
業
施
設
や
文
化
施
設
と
も
融
合
し
て
、
時
代
と
共
に
増
殖
し
な
が
ら
、
機
能
の
変
化
に
伴
い
そ
の
形
態
を
変
え
て
き
た
。
フ
レ
ー
ム
Ⅲ
（
二
つ
の
リ
ン
グ
渋
谷
駅
立
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
渋
谷
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
図
と
渋
谷
駅
動
線
体
模
型
を
参
照
）「
渋
谷
駅
の
更
新
」
で
は
、
渋
谷
駅
の
複
雑
な
内
部
空
間
を
解
析
し
、「
隠
さ
れ
た
秩
序
」
の
存
在
を
証
明
し
、
迷
宮
の
を
解
き
明
か
す
。
渋
谷
駅
で
は
、
複
数
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
Ｘ
方
向
と
Ｙ
方
向
に
交
差
し
、
線
路
は
頭
端
式
と
通
過
式
が
混
ざ
り
、
改
札
は
地
上
型
高
架
型
橋
上
型
地
下
型
の
4つ
の
型
が
存
在
す
る
。
こ
の
混
沌
と
し
た
内
部
構
造
が
渋
谷
駅
を
迷
宮
化
さ
せ
て
い
る
。
7つ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
間
の
乗
り
換
え
移
動
の
た
め
に
連
絡
通
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
128の
ル
ー
ト
に
な
り
、
平
面
リ
ン
グ
と
立
体
リ
ン
グ
に
二
分
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
リ
ン
グ
は
部
分
的
に
重
な
り
合
い
な
が
ら
大
量
の
人
の
流
れ
を
柔
軟
に
受
け
止
め
て
い
る
。
単
純
な
二
つ
の
リ
ン
グ
が
渋
谷
駅
の
秩
序
を
形
成
し
、
幾
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
リ
ン
グ
は
人
の
動
き
に
よ
っ
て
偶
発
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
渋
谷
駅
を
環
境
に
適
応
し
て
動
的
に
ふ
る
ま
う
有
機
体
に
見
立
て
「
超
動
線
体
」
と
表
現
す
る
。
著
者
は
問
い
を
投
げ
か
け
る
。
果
た
し
て
渋
谷
駅
は
生
物
の
よ
う
に
環
境
に
適
応
で
き
る
の
か
。
エ
ピ
ロ
ー
グ
「
曲
が
り
角
の
2
0
1
3年
渋
谷
駅
」
で
は
、
未
来
の
渋
谷
駅
に
対
す
る
期
待
と
不
安
が
語
ら
れ
る
。
今
後
15年
間
に
わ
た
り
大
改
造
が
進
め
ら
れ
5棟
の
超
高
層
ビ
ル
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
建
物
あ
り
き
の
手
法
は
、
人
の
流
れ
に
対
応
し
て
空
間
を
つ
く
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
渋
谷
駅
の
性
質
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
未
来
の
渋
谷
は
ど
の
よ
う
に
変
容
す
る
の
か
予
測
不
能
で
あ
る
。
本
書
の
意
図
は
、
多
様
化
し
先
行
き
不
透
明
な
現
代
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
渋
谷
駅
の
秩
序
あ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
を
解
析
す
る
こ
と
で
世
界
の
中
の
日
本
人
社
会
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
図
面
や
模
型
は
、
ど
れ
も
力
作
で
あ
る
が
、
中
で
も
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
も
の
は
特
に
素
晴
ら
し
い
。
空
間
を
「
見
え
る
化
」
す
る
手
法
は
、
著
者
の
建
築
家
と
し
て
の
本
領
発
揮
で
あ
る
。
多
面
的
な
資
料
を
大
量
に
駆
使
し
て
渋
谷
駅
を
徹
底
的
に
解
剖
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
、
著
者
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
好
書
で
あ
る
。
（
た
け
だ
き
み
こ
本
学
名
誉
教
授
）
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